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行い、自動映像要約に利用する。その概要を図 1 に示す。 
 






















    カット、字幕、カメラワークを検出、それらが映
像内に含まれる割合を計算する。 
Step.2 学習データから領域分割を行う 





    カテゴリ分類の対象となる入力データの特徴を抽
出、映像中に含まれる割合を算出する。 
Step2. カテゴリの決定 

















    入力データを５つのカテゴリに分類する。 
Step2. 入力データの特徴抽出 
    ３つの特徴を抽出、それらが映像内に含まれる割
合を算出する。 
Step3. 各フレームの重要性を定める 






′ + 𝑤3𝐼3′)/(𝑤1 +𝑤2 + 𝑤3) (1) 
    式(1)における重みを、表 1を基に変化させ、カテ
ゴリごとに異なる要約方法を適用する。 
Step4. 重要性が高いフレームを選択する 








表 2. カテゴリ分類の結果 
全体 ５０本中３８本 アニメ・ドラマ １０本中６本 
スポーツ １０本中７本 ニュース １０本中７本 
バラエティ １０本中１０本 料理 １０本中８本 
 
 








アニメ・ドラマ ： 𝑤1 = 1.5  𝑤2 = 1.0  𝑤3 = 1.5 
スポーツ    ： 𝑤1 = 1.0  𝑤2 = 0.5  𝑤3 = 2.0 
ニュース    ： 𝑤1 = 1.0  𝑤2 = 1.0  𝑤3 = 0.5 
バラエティ   ： 𝑤1 = 1.0  𝑤2 = 1.5  𝑤3 = 0.5 
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